
新たなる可能性を創造しよう　次世代へ繋ぐために
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◆令和７年度　優良PTA文部科学大臣賞決まる
　三島市立沢地小学校PTA・藤枝市立大洲中学校PTA・磐田市立東部小学校PTA
◆三者連絡協議会　12月18日㈭　静岡市立城内中学校で行われる
◆第２回地区Ｐ連会長・家庭教育委員長合同研修会　12月６日㈯に開催
◆静岡県へ提出する要望書の内容
◆東から西から　単P紹介
　　　　　　　　明倫小学校（小山町）　　初倉小学校（島田市）　　豊浜小学校（磐田市）
◆「令和８・９年度　あいさつ運動協力校」決まる
　　御殿場市立高根中学校区　静岡市立清水第三中学校区　焼津市立豊田中学校区　浜松市立南部中学校区
◆令和８年度「静岡県PTA団体傷害保険・PTA賠償責任保険」のおすすめ

連絡先 開局時間
静岡県 PTA 連絡協議会
〒 420-0856　静岡市葵区駿府町 1-12
  ☎	 054(252)8223

平日 10:00 〜 17:00
※平日で閉局になる場合があります。
　HP をご覧下さい

こどもたちに 笑顔を
主な内容３月号

静岡県PTA

静岡県 PTA 連絡協議会
静岡県PTA 検索



三島市立沢地小学校 PTA
藤枝市立大洲中学校 PTA
磐田市立東部小学校 PTA　の３校が受賞しました

令和７年度
優良 PTA 文部科学大臣表彰

三
島
市
立
沢
地
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
藤
枝
市
立
大
洲
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
磐
田
市
立
東
部
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

   優良 PTA 文部科学大臣表彰は文部科学省がＰＴＡの健全な育成、
発展に資することを目的に「ＰＴＡの本来の目的・性格に照らし、優
秀な実績を上げているＰＴＡ」「組織運営や活動が特に優れたＰＴＡ」
を表彰しています。
   選考では、組織体制の整備や会員の意見を反映した運営、保護者と
教職員の協力体制、適正な会計処理、地域との連携、情報公開や広報
の充実といった点が評価され、地域と協働した教育支援活動、家庭・
学校・社会教育に関する学びの場づくり、生活指導に関わる取組など、
多様な活動が活発に行われていることが基準となっています。
  県Ｐ連では、令和 5・6 年度に研究実験委嘱ＰＴＡとして取り組み
を進めていただいた 3 校を推薦し、今回の受賞へとつながりました。

　
三
島
市
立
沢
地
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、

児
童
２
５
０
名
の
学
校
規
模
に
応
じ
た

特
色
あ
る
取
組
を
継
続
的
に
展
開
し
て

き
ま
し
た
。

　
「
粋
な
お
や
じ
の
会
」
に
よ
る
学
校

宿
泊
行
事
、
か
え
る
キ
ャ
ラ
バ
ン
、
ど

ん
ど
焼
き
な
ど
、
地
域
と
連
携
し
た
体

験
活
動
を
積
極
的
に
実
施
し
、
子
ど
も

た
ち
の
学
び
と
成
長
の
場
を
豊
か
に
し

て
い
る
。
ま
た
、
あ
い
さ
つ
運
動
を
推

進
す
る
中
で
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
家
の
前
あ
い
さ

つ
運
動
」
を
広
く
定
着
さ
せ
、
地
域
ぐ

る
み
の
健
全
育
成
に
寄
与
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
に
よ
る
登

下
校
の
見
守
り
活
動
を
日
常
的
に
行

い
、
安
全
・
安
心
な
環
境
づ
く
り
に
も

大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
多
面
的
で
継
続
的
な
実
践

が
高
く
評
価
さ
れ
、
文
部
科
学
大
臣
表

彰
の
受
賞
に
至
り
ま
し
た
。

　
藤
枝
市
立
大
洲
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、

生
徒
２
４
５
名
の
規
模
に
応
じ
た
持
続

可
能
な
組
織
運
営
の
実
現
に
向
け
、
積

極
的
な
改
革
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
本
部
役
員
数
の
適
正
化
や
会
議
の
精

選
を
行
い
、
負
担
軽
減
と
効
率
化
を
両

立
さ
せ
た
ほ
か
、
役
員
選
考
方
法
の
改

善
に
よ
り
、
透
明
性
と
参
加
し
や
す
さ

の
向
上
を
図
っ
た
。
ま
た
、
広
報
誌
の

内
容
と
制
作
体
制
を
見
直
し
、
情
報
発

信
の
質
を
高
め
る
と
と
も
に
、
作
業
負

担
の
軽
減
に
も
取
り
組
ん
だ
。
全
会
員

が
活
動
に
参
加
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り

を
進
め
た
こ
と
に
よ
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

の
裾
野
が
広
が
り
、
学
校
・
家
庭
・
地

域
が
連
携
し
た
取
組
が
よ
り
充
実
し

た
。
さ
ら
に
、
小
中
連
携
に
よ
る
地
域

全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
支
え
る
体
制
づ

く
り
に
貢
献
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
組
織
改
革
と
実
効
性
の
高

い
取
組
が
高
く
評
価
さ
れ
、
文
部
科
学

大
臣
表
彰
の
受
賞
に
至
り
ま
し
た
。

  

磐
田
市
立
東
部
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、

児
童
８
０
９
名
と
い
う
大
規
模
校
に
お

い
て
、「
人
権
・
共
生
」
を
テ
ー
マ
に

据
え
た
実
践
的
な
活
動
を
積
極
的
に
展

開
し
て
き
ま
し
た
。

　
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会
で
は
、
そ
の
取

組
を
体
系
的
に
ま
と
め
て
発
表
し
、
地

域
・
家
庭
・
学
校
が
一
体
と
な
っ
た
教

育
力
向
上
へ
の
貢
献
が
高
く
評
価
さ
れ

た
。
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
本
部
を
中
心
に
、

４
つ
の
常
任
委
員
会
と
学
級
委
員
会
が

明
確
に
役
割
を
分
担
し
、
連
携
を
図
り

な
が
ら
活
動
を
推
進
し
て
い
る
点
も
大

き
な
特
徴
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
保
護
者

同
士
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
多
様
な
機

会
を
設
け
、
参
加
し
や
す
く
、
温
か
い

Ｐ
Ｔ
Ａ
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
こ
う
し
た
大
規
模
校
な
ら
で
は
の
組

織
力
と
、
テ
ー
マ
性
の
あ
る
継
続
的
な

実
践
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
、
文
部
科

学
大
臣
表
彰
の
受
賞
に
至
り
ま
し
た
。
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県校長会・静教組・県 PTA 連絡協議会
子どもの学びを支える支援体制について協議

令和７年度 
　　三者連絡協議会

を
も
つ
子
へ
の
支
援
、
Ｉ
Ｔ
Ｃ
教
育
や
情

報
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
、
部
活
動
地
域
展
開

な
ど
、
学
校
現
場
が
抱
え
る
課
題
は
多
岐

に
わ
た
る
。

　
そ
の
中
で
も
今
回
は
、
不
登
校
児
童
生

徒
へ
の
対
応
と
校
内
に
お
け
る
支
援
体
制

に
焦
点
を
当
て
て
協
議
を
行
っ
た
。
不
登

校
児
童
生
徒
が
増
加
す
る
中
、
教
員
が
把

握
す
る
主
な
要
因
と
し
て
「
対
人
関
係
の

悩
み
」「
学
習
へ
の
不
安
」
の
2
点
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。

■�

不
足
す
る
相
談
体
制　
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
未
配
置
校
も

　
不
登
校
児
童
生
徒
数
は
年
々
増
加
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
が
配
置
さ
れ
て
い
な
い
学
校
も

存
在
す
る
な
ど
、
い
つ
で
も
相
談
で
き
る

体
制
が
十
分
と
は
言
え
な
い
状
況
が
続

く
。
協
議
で
は
、「
子
ど
も
が
悩
み
を
抱

え
た
と
き
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
環
境
づ

く
り
が
何
よ
り
重
要
」
と
の
意
見
が
共
有

さ
れ
た
。

　
先
進
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
伊
豆
市

立
伊
豆
中
学
校
で
は
校
舎
内
に
相
談
室
や

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
を
計
5
部
屋
設

置
す
る
と
と
も
に
、
地
域
と
つ
な
が
る
柔

軟
な
交
流
空
間
と
し
て「
伊
豆
中
カ
フ
ェ
」

を
設
置
。
子
ど
も
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る

環
境
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
る
事
例
が

紹
介
さ
れ
た
。

　

令
和
７
年
12
月
18
日
（
水
）、
静

岡
市
立
城
内
中
学
校
に
お
い
て
、
子

ど
も
た
ち
の
豊
か
な
学
び
を
支
え
、

よ
り
よ
い
教
育
環
境
の
実
現
を
目
指

す
た
め
、
静
岡
県
校
長
会
、
静
岡
県

教
職
員
組
合
、
静
岡
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡

協
議
会
に
よ
る
三
者
連
絡
協
議
会
が

開
催
さ
れ
た
。

　

中
川
恵
・
県
校
長
会
長
の
挨
拶
に

始
ま
り
、
北
川
城
内
中
学
校
校
長
に

よ
る
学
校
説
明
と
授
業
参
観
を
行
っ

た
後
、三
者
に
よ
る
協
議
に
移
っ
た
。

   

今
回
の
協
議
テ
ー
マ
は
、
子
ど
も

た
ち
の
豊
か
な
学
び
を
支
え
る
た
め

の
学
校
に
お
け
る
支
援
体
制
。
本
連

絡
協
議
会
か
ら
は
、山
﨑
豊
副
会
長
、

横
山
副
会
長
、
山
﨑
貴
美
副
会
長
、

太
田
副
会
長
、
四
之
宮
理
事
、
多
米

監
事
、
事
務
局
の
７
名
が
協
議
会
に

参
加
し
た
。

■�

テ
ー
マ
は「
学
校
に
お
け
る
支
援
体
制
」

　
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
、
い
じ
め

対
応
、
家
庭
環
境
へ
の
支
援
、
特
別
な
配

慮
を
要
す
る
児
童
生
徒
や
外
国
に
ル
ー
ツ

■�

校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
促
進
を

　
安
心
し
て
学
べ
る
場
の
確
保
に
つ
い
て

も
協
議
が
行
わ
れ
た
。
子
ど
も
の
ペ
ー
ス

に
合
わ
せ
た
学
習
や
生
活
を
支
え
る
場
と

し
て
期
待
さ
れ
る
「
校
内
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
」
に
つ
い
て
、
県
教
委
の
調
査
で
は

県
内
の
42
％
が
設
置
済
み
で
あ
る
一
方
、

小
学
校
で
の
設
置
が
進
ん
で
い
な
い
課
題

が
指
摘
さ
れ
た
。

　
不
登
校
支
援
を
中
心
に
、「
子
ど
も
が

安
心
し
て
学
び
続
け
ら
れ
る
環
境
と
は
何

か
」
が
大
き
な
論
点
と
な
っ
た
。

■
伊
豆
市
立
伊
豆
中
学
校
で
は

　
伊
豆
市
立
伊
豆
中
学
校
で
は
、
三
つ
の

中
学
校
が
統
合
さ
れ
一
校
と
な
っ
た
こ
と

で
、
不
登
校
生
徒
数
が
約
半
減
し
た
と
い

う
報
告
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
単
級
規
模

の
学
校
で
学
ん
で
い
た
生
徒
に
と
っ
て
、

友
人
関
係
の
広
が
り
が
安
心
感
に
つ
な
が

り
、「
新
し
い
仲
間
と
学
べ
る
喜
び
」
が
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ス
や
、
養
護
教
諭
が
担
任
的
役
割
を
担
う

実
践
も
あ
り
、「
子
ど
も
が
学
べ
る
こ
と
」

を
最
優
先
に
、
教
員
が
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

で
関
わ
る
こ
と
で
相
談
相
手
を
増
や
し
て

い
る
。
子
ど
も
同
士
の
つ
な
が
り
も
、
支

援
の
一
助
に
な
る
と
の
意
見
が
出
た
。

■�

環
境
を
整
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
不

登
校
が
増
え
て
い
る

 

ま
た
「
環
境
を
整
え
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
不
登
校
が
増
え
て
い
る
の
は
な
ぜ

か
」
と
い
う
根
本
的
な
問
い
も
投
げ
か
け

ら
れ
た
。
小
・
中
学
校
以
前
の
段
階
や
家

庭
環
境
を
含
め
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
こ

と
、
不
登
校
の
き
っ
か
け
は
本
人
や
保
護

者
に
も
分
か
ら
な
い
場
合
が
多
い
こ
と
が

指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
、
不
登
校
の
子
ど
も

や
家
族
だ
け
が
苦
し
み
を
抱
え
込
む
社
会

構
造
へ
の
問
題
提
起
が
な
さ
れ
、
保
護
者

へ
の
ケ
ア
の
必
要
性
も
強
調
さ
れ
た
。

　
学
校
に
相
談
し
た
こ
と
で
教
員
に
話
を

聞
い
て
も
ら
い
、
再
び
登
校
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
事
例
も
紹

介
さ
れ
、
学
校
と
保
護
者
の
つ

な
が
り
の
重
要
性
が
改
め
て
確

認
さ
れ
た
。
療
育
の
大
切
さ
や

特
別
支
援
教
育
の
質
の
高
さ
、

給
食
を
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
形
式
に

す
る
こ
と
で
不
登
校
の
減
少
に

つ
な
が
る
可
能
性
に
つ
い
て
も

意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

ム
」
が
設
置
さ
れ
、
職
員
間
の
連
携
が
高

ま
っ
た
こ
と
や
、
養
護
教
諭
を
窓
口
に

チ
ー
ム
で
対
応
す
る
意
識
が
浸
透
し
て
い

る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。
子
ど
も
た
ち
は

こ
の
場
所
を「
第
二
の
保
健
室
」と
捉
え
、

安
心
し
て
利
用
し
て
い
る
と
い
う
。
一
方

で
、
来
室
す
る
一
人
ひ
と
り
に
十
分
対
応

す
る
難
し
さ
や
、
不
登
校
に
は
段
階
ご
と

の
多
様
な
ケ
ア
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
さ

ら
に
は
地
域
に
も
同
様
の
居
場
所
を
広
げ

た
い
と
の
課
題
も
示
さ
れ
た
。

　
※

■
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ
ン

　
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
取
り

組
み
で
は
、「
四
つ
の
場
」（
１
学
び
の
多

様
化
学
校　
２
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
オ
ン

ラ
イ
ン
学
習　
３
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の

整
備　
４
地
域
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
と
の
連
携
）
の
考
え
方
や
フ
リ
ー

ス
ペ
ー
ス
の
活
用
が
紹
介
さ
れ
た
。
支
援

員
が
午
前
中
の
み
配
置
さ
れ
て
い
る
ケ
ー

生
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。
同
校
に
設
け
ら

れ
た
「
伊
豆
中
カ
フ
ェ
」
は
、
オ
ー
プ
ン

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
運
営
さ
れ
、「
こ
こ
で

学
び
た
い
」
と
希
望
す
る
生
徒
も
い
る
。

教
室
に
入
れ
な
く
て
も
違
和
感
な
く
過
ご

せ
る
居
場
所
が
あ
り
、
支
援
員
２
人
が
常

駐
す
る
体
制
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

大
き
な
支
え
と
な
っ
て
い
る
。
協
議
で
は

「
子
ど
も
が
学
ぶ
う
え
で
の
適
正
規
模
」

と
「
人
的
配
置
の
重
要
性
」
を
実
感
し
た

と
の
声
が
上
が
っ
た
。

■�

保
護
者
が
本
当
に
安
心
で
き
る
体
制
と
は　

　
一
方
、
不
登
校
児
童
生
徒
の
保
護
者
が

本
当
に
安
心
で
き
る
体
制
と
は
何
か
に
つ

い
て
も
議
論
が
及
ん
だ
。「
相
談
窓
口
が

あ
る
だ
け
で
な
く
、
連
絡
し
た
ら
ど
う
支

援
が
進
む
の
か
が
見
え
る
こ
と
が
大
切
」

と
の
意
見
が
出
さ
れ
、
情
報
発
信
に
つ
い

て
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
連
携
強
化
が
求
め
ら
れ

た
。
ま
た
、
教
室
以
外
の
居
場
所
が
充
実

す
る
こ
と
で
「
教
室
か
ら
逃
避
し
や
す
い

状
況
」
が
起
き
な
い
よ
う
、
従
来
の
教
室

の
在
り
方
そ
の
も
の
を
見
直
す
必
要
性
も

指
摘
さ
れ
た
。

　
新
た
な
不
登
校
を
生
ま
な
い
た
め
の
工

夫
と
し
て
、
健
康
観
察
ア
プ
リ
の
活
用
や

チ
ー
ム
担
任
制
、
新
し
い
学
習
ス
ペ
ー
ス

の
整
備
な
ど
財
政
的
な
制
約
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
現
状
も
紹
介
さ
れ
た
。

　
富
士
市
の
中
学
校
で
は
「
ホ
ッ
ト
ル
ー

■
教
室
の
中
に
そ
の
子
の
居
場
所
を

　
不
登
校
が
増
え
続
け
る
中
、
学
び
の
多

様
化
を
通
常
学
級
だ
け
で
実
現
す
る
難
し

さ
や
、
人
的
配
慮
の
限
界
も
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
。
強
制
さ
れ
る
こ
と
が
減
り
、
子

ど
も
が
「
ノ
ー
」
と
言
え
る
学
校
に
な
り

新
た
な
不
登
校
を
生
ま
な
い
こ
と
を
重
視

し
て
い
る
。
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
は
あ
る
も

の
の
、
個
別
対
応
に
追
わ
れ
、
全
体
を
見

渡
し
た
体
制
整
備
が
難
し
い
と
い
う
課
題

も
共
有
さ
れ
た
。

　

 

協
議
の
最
後
に
は
、「
担
任
と
し
て
ま

ず
教
室
の
中
に
そ
の
子
の
居
場
所
を
つ

く
り
た
い
」「
子
ど
も
に
と
っ
て
、
よ
り

よ
く
生
活
で
き
る
場
所
を
ど
う
確
保
す
る

か
が
重
要
」
と
の
意
見
で
一
致
し
た
。
多

様
な
居
場
所
と
人
の
つ
な
が
り
を
ど
う
支

え
、
持
続
可
能
な
体
制
と
し
て
整
え
て
い

く
か
。
今
後
に
向
け
た
課
題
を
共
有
す
る

協
議
と
な
っ
た
。

保護者が本当に安心できる体制とは 
教室の中にその子の居場所を

令和７年度 
　　三者連絡協議会

※�文部科学省が進めている不登校の子どもたちへの支援を強化するためのパッケージ。
　正式には「不登校・いじめ対策等の推進のための COCOLO プラン」と呼ばれている。
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第 2 回 地区Ｐ連会長・
家庭教育委員長
研修会 

「学校安全」最新動向を解説 静岡県教委・古谷氏が講演 

災害・交通事故・重大事件の多発受け、家庭・地域との連携強化を訴え 

　

令
和
７
年
12
月
６
日
（
土
）、
第
２
回
地
区

Ｐ
連
会
長
・
家
庭
教
育
委
員
長
研
修
会
が
県
内

で
開
か
れ
、
各
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
代
表
者
が
参
加

し
た
。
講
師
に
静
岡
県
教
育
委
員
会
健
康
体
育

課
危
機
管
理
・
安
全
班
の
古
谷
智
弘
氏
を
迎
え
、

「
学
校
安
全
」
を
テ
ー
マ
に
最
新
の
リ
ス
ク
と

危
機
管
理
の
在
り
方
が
示
さ
れ
た
。 

た
、
12
月
７
日

（
日
）
の
「
地

域
防
災
の
日
」

統
一
実
施
日
に

地
域
住
民
と
し

て
参
加
す
る
こ

と
の
重
要
性
を

訴
え
た
。
特
に
家
庭
内
の
防
災
対
策
を
見
直
す

契
機
と
し
て
、
親
子
で
有
事
の
際
の
対
応
を
一

緒
に
考
え
る
よ
う
求
め
た
。 

■�

行
政
支
援
に
依
存
す
る
だ
け
で
な
く
、
家
庭

や
地
域
が
日
頃
か
ら
防
災
意
識
を
高
め
る

  

講
演
後
に
参
加
者
に
よ
る
協
議
が
行
わ
れ
、

家
庭
・
地
域
・
学
校
が
抱
え
る
安
全
課
題
に
つ

い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
ま
ず
家

庭
の
備
え
に
つ
い
て
は
、
行
政
支
援
に
依
存
す

る
だ
け
で
な
く
、
家
庭
や
地
域
が
日
頃
か
ら
防

災
意
識
を
高
め
る
こ
と
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ

た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
は
家
庭
教
育
活
動
と
し
て

「
30
分
で
で
き
る
防
災
パ
ン
作
り
」
が
提
案
さ

れ
、
家
庭
内
の
防
災
意
識
向
上
に
役
立
て
た
い

と
の
声
も
上
が
っ
た
。 

■�

地
域
連
携
の
重
要
性

　
地
域
連
携
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
意
見
も
多

く
、
隣
近
所
の
顔
が
見
え
る
関
係
づ
く
り
が
子

ど
も
の
安
全
確
保
に
欠
か
せ
な
い
と
し
た
。
地

域
名
簿
の
作
成
や
、
学
区
を
超
え
た
協
力
体
制

づ
く
り
に
取
り
組
む
地
区
の
実
践
も
紹
介
さ
れ

た
。転
入
者
に
も
積
極
的
に
声
を
か
け
る
な
ど
、

地
域
の
つ
な
が
り
を
意
識
的
に
育
て
て
い
る
例

が
共
有
さ
れ
、

参
加
者
は
他
地

域
の
取
組
を
知

る
貴
重
な
機
会

と
な
っ
た
。 

　
学
校
生
活
に

関
し
て
は
、
着

■
学
校
現
場
に
及
ん
で
い
る
現
状

　
古
谷
氏
は
、
学
校
安
全
の
三
領
域
（
生
活
・

交
通
・
災
害
安
全
）
を
踏
ま
え
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ

る
犯
罪
予
告
や
有
事
対
応
な
ど
新
た
な
脅
威
が

学
校
現
場
に
及
ん
で
い
る
現
状
を
説
明
。
国
の

学
校
安
全
推
進
計
画
で
は
、
組
織
的
な
安
全
管

理
、
家
庭
・
地
域
・
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
述
べ
た
。 

　
講
演
で
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
や
池
田
小
事

件
、
登
下
校
中
の
交
通
事
故
、
園
バ
ス
置
き
去

り
事
案
、
熱
中
症
事
故
、
能
登
半
島
地
震
な
ど

を
例
に
、
学
校
を
取
り
巻
く
リ
ス
ク
の
多
様
化

を
提
示
。
県
内
で
ク
マ
の
目
撃
情
報
が
１
０
０

件
以
上
あ
っ
た
事
例
や
、
猛
暑
時
の
熱
中
症
対

策
と
し
て
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
指
数
の
活
用
、
エ
ア
コ
ン

管
理
、水
分
補
給
な
ど
の
徹
底
も
呼
び
か
け
た
。 

　
交
通
安
全
で
は
、
小
学
１・
２
年
生
の
歩
行

中
事
故
が
依
然
と
し
て
多
く
、
横
断
中
の
「
飛

び
出
し
」
が
大
き
な
要
因
と
指
摘
。
９
月
の
台

風
15
号
で
は
県
内
学
校
で
倒
木
や
浸
水
の
被
害

が
相
次
ぎ
、
多
く
の
学
校
が
休
校
等
し
た
こ
と

も
紹
介
し
た
。 

 

■
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
と
訓
練
を

　
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
時
の
大
川
小
学
校
の

教
訓
を
踏
ま
え
、
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整

備
と
訓
練
の
重
要
性
を
強
調
。
静
岡
県
Ｇ
Ｉ
Ｓ

な
ど
で
地
域
の
危
険
箇
所
を
日
頃
か
ら
確
認
す

る
必
要
性
も
述
べ
た
。 

　
講
演
の
最
後
に
は
、
防
災
教
育
推
進
の
た
め

の
連
絡
会
議
に
お
い
て
、
学
校
と
地
域
等
が
被

災
時
の
初
動
対
応
等
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
を

事
前
に
行
い
、

災
害
の
備
え
を

し
て
お
く
こ
と

で
、
い
ざ
と
い

う
時
の
対
応
に

差
が
出
る
こ
と

を
述
べ
た
。
ま

衣
泳
の
機
会
減

少
や
水
辺
の
事

故
防
止
、
浸
水

時
の
登
下
校
対

応
、
保
護
者
が

迎
え
に
来
ら
れ

な
い
場
合
の
判

断
基
準
な
ど
、
新
た
な
状
況
に
対
応
し
た
柔
軟

な
マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
が
必
要
だ
と
の
意
見
が
出

た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
使
え
な
い
場
面
を
想

定
し
た
連
絡
手
段
の
確
保
、
学
校
と
地
域
が
連

動
し
た
訓
練
の
必
要
性
も
挙
げ
ら
れ
た
。

 

■�

帰
宅
で
き
な
い
状
況
も
想
定
を

　
引
き
渡
し
訓
練
で
は
、「
帰
宅
で
き
な
い
状

況
も
想
定
す
べ
き
」
と
の
指
摘
が
あ
り
、
避
難

所
と
し
て
の
学
校
環
境
整
備
、
特
に
体
育
館
の

エ
ア
コ
ン
や
洋
式
ト
イ
レ
の
設
置
な
ど
、
実
際

の
避
難
に
備
え
た
改
善
が
求
め
ら
れ
た
。ま
た
、

地
域
で
は
ク
マ
や
サ
ル
の
出
没
な
ど
、
防
災
以

外
の
危
険
へ
の
対
応
も
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ

と
や
、
災
害
時
に
避
難
所
で
起
こ
る
様
々
な
状

況
を
カ
ー
ド
と
平
面
図
を
使
っ
て
疑
似
体
験
す

る
「
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
（
Ｈ
Ｕ
Ｇ
）」
な
ど
、

学
び
の
工
夫
も
共
有
さ
れ
た
。 

 

■�

家
庭
・
地
域
と
の
協
働
が
不
可
欠

　
参
加
者
か
ら
は
「
学
校
だ
け
で
は
対
応
で

き
な
い
課
題
が
増
え
て
い
る
」「
家
庭
・
地
域

と
の
協
働
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し

た
」と
の
感
想
が
聞
か
れ
た
。
今
回
の
協
議
は
、

地
域
の
実
践
を
学
び
合
い
な
が
ら
、
安
全
に
向

け
た
共
通
課
題
を
整
理
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
子

ど
も
を
守
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
大
き
な
契

機
と
な
っ
た
。 

 

ま
た
「
他
の
市
町
の
取
り
組
み
や
課
題
を
知

る
こ
と
が
で
き
、
短
時
間
な
が
ら
多
様
な
意

見
交
換
が
行
え
た
大
変
貴
重
な
研
修
会
で
あ
っ

た
」
と
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
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　提出する
　　　要望書の内容

３月下旬に、本連絡協議会は各地区 P 連から提出された要望書をまとめ
静岡県に要望書として提出します。提出する要望書の内容は次の通りです。

保
と
健
全
育
成
に
資
す
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
の
実
現
を
図
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
要
望

し
ま
す
。

4
．
部
活
動
の
地
域
展
開
の
円
滑
な
実
現

　
中
学
校
に
お
け
る
部
活
動
の
地
域
展
開
に
つ

い
て
は
、
生
徒
の
意
欲
や
希
望
を
尊
重
す
る
こ

と
、
家
庭
の
経
済
状
況
に
よ
っ
て
取
組
に
格
差

が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
各
学
校
の
部

活
動
自
体
が
縮
小
・
廃
止
と
な
ら
な
い
こ
と
等

に
十
分
配
慮
し
つ
つ
、
円
滑
な
実
現
に
努
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

５�

．
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
及
び
小
中
一

貫
教
育
推
進
の
た
め
の
地
域
人
材
の
確
保

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
及
び
小
中
一
貫

教
育
が
各
地
で
推
進
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
担

い
手
と
な
る
地
域
の
人
材
の
育
成
・
確
保
に
努

め
て
い
た
だ
き
た
い
。
特
に
、学
校・地
域
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー（
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
）

や
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
担
い
手
の
育
成
・
確

保
に
向
け
た
取
組
を
支
援
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

６�

．
学
校
施
設
の
整
備
と
快
適
な
学
習
環
境
の

確
保

　
各
学
校
に
お
い
て
特
別
教
室
や
体
育
館
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
を
は
じ
め
と
し
た
学
校
施
設
の

充
実
・
強
化
を
図
り
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
・

安
全
に
学
べ
る
環
境
整
備
を
促
進
す
る
た
め
の

必
要
十
分
な
予
算
を
国
に
強
く
要
望
す
る
と
と

も
に
、
児
童
が
手
に
取
り
た
く
な
る
新
書
を
十

分
に
購
入
で
き
る
予
算
補
助
や
、
学
校
図
書
館

に
常
駐
す
る
学
校
司
書
の
増
員
に
向
け
た
財
政

支
援
、
さ
ら
に
魅
力
あ
る
学
校
図
書
館
を
運
営

す
る
た
め
の
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の

支
援
に
つ
い
て
も
併
せ
て
講
じ
て
い
た
だ
き
た

い
。

７�

．
学
校
の
統
廃
合
後
の
地
域
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
支
援

の
強
化
と
学
習
環
境
の
維
持

１�

．
子
ど
も
た
ち
が
豊
か
な
学
び
を
得
る
た
め

の
教
員
の
働
き
方
改
革
推
進
と
メ
ン
タ
ル
ケ

ア
の
充
実

　
子
ど
も
た
ち
が
学
校
に
お
い
て
豊
か
で
十
分

な
学
び
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
に
、
授
業
以
外
の
業
務
の
軽
減
を
含
む
教

員
の
働
き
方
改
革
を
引
き
続
き
進
め
る
と
と
も

に
、
各
学
校
の
現
状
に
見
合
う
よ
う
教
員
定
員

を
確
保
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
悩
み
を
抱
え
る
教
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ケ

ア
等
の
サ
ポ
ー
ト
の
充
実
化
を
図
り
、
教
職
員

が
安
心
し
て
子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
え
る
環
境

を
整
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

２�

．
子
ど
も
た
ち
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
と
子
ど
も

の
居
場
所
づ
く
り
ヘ
向
け
た
支
援
の
充
実

　
児
童
生
徒
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
と
安
心
し
て
過

ご
せ
る
居
場
所
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
専
門
職
員
の
増

員
と
勤
務
時
間
拡
充
、
学
習
支
援
員
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ

支
援
員
・
外
国
語
支
援
員
等
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

の
強
化
、
日
本
語
指
導
担
当
教
員
や
多
言
語
支

援
員
の
安
定
的
配
置
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
を

結
ぶ
多
言
語
連
携
体
制
の
整
備
、多
文
化
共
生・

進
路
支
援
の
充
実
、
不
登
校
児
童
生
徒
お
よ
び

そ
の
保
護
者
へ
の
支
援
体
制
の
拡
充
、
さ
ら
に

小
学
校
低
学
年
か
ら
切
れ
目
の
な
い
支
援
が
行

え
る
支
援
員
の
確
保
を
進
め
て
い
た
だ
く
こ
と

を
希
望
し
ま
す
。

３
．
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
と
教
育
Ｄ
Ｘ
化

の
推
進
に
伴
う
環
境
整
備
の
促
進

　
現
在
、
小
中
義
務
教
育
学
校
で
は
１
人
１
台

端
末
に
よ
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
や
Ｄ
Ｘ

化
が
進
む
中
、
教
員
が
こ
れ
ら
に
的
確
に
対
応

で
き
る
よ
う
研
修
や
講
師
派
遣
等
の
支
援
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
学
校
間
で
取
組
に
格
差
が

生
じ
な
い
よ
う
、
古
く
な
っ
た
情
報
端
末
の
更

新
・
拡
充
を
含
む
環
境
整
備
を
県
独
自
の
施
策

と
し
て
進
め
、
児
童
生
徒
の
安
全
・
安
心
の
確

　
学
校
の
統
廃
合
に
際
し
て
は
、
児
童
生
徒
の

学
習
環
境
が
大
き
く
変
わ
ら
な
い
よ
う
十
分
に

配
慮
す
る
と
と
も
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
が
持
続
可
能
に
活
動
で
き
る
よ
う

支
援
を
強
化
し
、
特
に
山
間
地
域
に
お
け
る
統

合
に
あ
た
っ
て
は
遠
距
離
通
学
と
な
る
児
童
生

徒
の
「
足
」
を
確
保
す
る
た
め
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
運
行
な
ど
通
学
支
援
を
確
実
に
行
い
、
通
学

等
に
支
障
が
で
な
い
よ
う
支
援
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

８�

．
学
校
と
通
学
路
の
安
全
確
保
に
向
け
た
啓

発
の
強
化

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
校
で
学
べ
る
環
境

を
守
る
た
め
、
学
校
お
よ
び
通
学
路
を
含
む
子

ど
も
が
利
用
す
る
道
路
の
安
全
確
保
と
防
犯
対

策
の
向
上
に
向
け
た
啓
発
を
一
層
強
化
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
市
町
や
関
連
団

体
等
へ
積
極
的
か
つ
強
力
に
働
き
か
け
て
い
た

だ
き
た
い
。

９
．
防
災
対
策
の
強
化

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
の
発
生
を
想
定
し
、
子

ど
も
た
ち
の
生
命
を
守
る
た
め
に
、
地
域
と
学

校
が
一
体
と
な
っ
た
避
難
訓
練
の
実
施
や
学
校

内
外
の
避
難
経
路
の
確
認
等
、
防
災
対
策
を
よ

り
一
層
強
化
す
る
よ
う
に
努
め
る
と
と
も
に
、

市
町
に
働
き
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

10�

．
給
食
の
質
の
維
持
と
無
償
化
の
公
平
な
推

進
　
物
価
の
高
騰
に
よ
り
給
食
に
必
要
な
材
料
費

も
高
騰
し
て
い
る
が
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

支
え
る
た
め
に
、
給
食
の
質
を
維
持
し
、
さ
ら

に
充
実
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
支
援
を
す
る
よ

う
、国
に
対
し
て
働
き
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
。　

　
ま
た
、
給
食
費
の
無
償
化
等
の
施
策
を
進
め

る
際
に
は
、
静
岡
県
内
の
市
町
ご
と
に
差
が
生

じ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
国
に
対
し
て
働
き
か

け
て
い
た
だ
き
た
い
。

　静岡県教育委員長　池上重弘様

　ここ数年、急激な社会状況の変化や少子化の進行に伴い、県内においても学校の統廃合が増加しております。
また、コミュニティ・スクールの推進、教員の負担軽減を目的とした働き方改革の推進、さらには部活動の地域
展開など、学校を取り巻く環境は大きく様変わりしています。
　教育環境が時代とともに変化することは当然のことでありますが、その変化に的確に対応し、子どもたちが安
心して学ぶことのできる環境を、より豊かで充実したものへと高めていくことが求められています。そのために
は、学校・地域・保護者が一体となり、互いに役割を担いながら、子どもたちの健やかな育ちを支えていく体制
の充実が必要不可欠です。
　つきましては、「静岡県の子どもをみんなで育てる」という観点に立ち、静岡県ＰＴＡ連絡協議会として、下
記の事項について要望いたします。

静岡県ＰＴＡ連絡協議会会長　長澤　秀幸

SHIZUOKA6 2026（令和8）年 3月号 No.532



・小山町立明倫小学校 PTA
・島田市立初倉南小学校 PTA

　

島
田
市
立
初
倉
南
小
学
校
は
、
東
名
吉
田
イ
ン

タ
ー
と
富
士
山
静
岡
空
港
が
近
く
に
あ
り
、
周
り
に

は
大
井
川
と
牧
之
原
台
地
の
お
茶
畑
が
広
が
っ
て
い

る
自
然
豊
か
な
場
所
で
す
。
子
供
た
ち
は
、
毎
日
飛

行
機
が
飛
び
立
つ
姿
を
眺
め
な
が
ら
過
ご
し
て
い
ま

す
。

　

初
倉
地
区
は
、
本
校
と
初
倉
小
・
初
倉
中
と
３
校

あ
り
、
３
校
が
一
体
と
な
っ
て
様
々
な
活
動
を
進
め

て
い
ま
す
。
地
域
の
力
が
大
変
強
く
、
学
校
の
様
々

な
活
動
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
地
域
の
多
く
の
方
が
参
加

し
て
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

本
校
は
昭
和
58
年
に
開
校
し
ま
し
た
。
教
室
が

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
に
な
っ
て
お
り
、
当
時
と
し
て

は
と
て
も
画
期
的
な
構
造
を
し
た
学
校
で
し
た
。
ど

の
子
供
た
ち
も
自
然
に
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
に
集
ま

り
、様
々
な
活
動
を
進
め
る
姿
が
今
も
見
ら
れ
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
た
集
団
と
個
別
の
学

習
、
両
方
を
当
時
か
ら
取
り
入
れ
て
学
習
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　

初
倉
南
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
本
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
Ｈ
ａ

ｐ
ｐ
ｙ 

ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ 

～
持
続
可
能
な
南
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

を
目
指
し
て
～
」で
す
。
せ
っ
か
く
活
動
す
る
な
ら
、

大
人
も
子
供
も
み
ん
な
笑
顔
に
な
る
、
持
続
可
能
な

活
動
に
し
て
い
こ
う
と
こ
こ
数
年
で
様
々
な
活
動
を

見
直
し
て
き
ま
し
た
。
ど
の
役
に
な
っ
て
も
負
担
な

く
で
き
る
よ
う
に
、
活
動
内
容
を
厳
選
し
ま
し
た
。

役
員
の
人
数

を
検
討
し
、

今
後
の
活
動

に
支
障
の
な

い
人
数
に
絞

り
ま
し
た
。

主
な
活
動
内

容
は
子
供
た

ち
が
楽
し
め

　

小
山
町
の
５
つ
の
地
域
（
成
美
、
明
倫
、
足

柄
、
北
郷
、
須
走
）
で
構
成
さ
れ
る
小
中
学
校

が
、
少
子
化
の
影
響
で
今
後
単
学
級
や
複
式
学

級
へ
の
移
行
が
避
け
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
る
こ

と
、
し
か
し
地
域
衰
退
を
防
ぐ
た
め
に
は
学
校

（
校
舎
）
の
存
続
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が
述

べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
９
年
度
か
ら
は
町
内
で
一
貫
教
育
化
が

進
み
、
地
域
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
学
校
の
連
携
が
よ
り

重
要
に
な
る
と
い
う
背
景
で
す
。

　

明
倫
小
学
校
で
は
、
地
域
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
学
校

の
強
い
繋
が
り
を
象
徴
す
る
行
事
と
し
て
『
学

校
で
泊
ま
ろ
う
（
学
校
で
遊
ぼ
う
）』
を
、
毎

年
夏
休
み
が
ス
タ
ー
ト
し
す
ぐ
に
開
催
し
て
い

ま
す
。
今
年
は
２
０
０
名
以
上
が
参
加
し
、
防

災
を
テ
ー
マ
に
子
供
た
ち
が
楽
し
め
る
様
々
な

体
験
型
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
例
年
は

体
育
館
で
の
宿
泊
行
事
で
し
た
が
、
近
年
の
温

暖
化
や
熱
中
症
対
策
の
た
め
、
宿
泊
な
し
の
形

式
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

る
も
の
と
し
て
、
秋
に
行
う
「
く
す
の
き
フ
ェ
ス

タ
」
と
各
学
年
の
「
親
子
ふ
れ
あ
い
活
動
」
と
し
ま

し
た
。
感
染
症
の
影
響
で
廃
止
と
な
っ
た
バ
ザ
ー
の

代
わ
り
に
始
め
た
「
く
す
の
き
フ
ェ
ス
タ
」
は
土
曜

日
の
午
前
の
１
時
間
、
短
時
間
で
す
が
体
育
館
や
校

内
の
ホ
ー
ル
を
利
用
し
、
輪
投
げ
や
ボ
ー
リ
ン
グ
な

ど
の
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を
し
て
子
供
た
ち
は
参
加
賞
を
も

ら
っ
て
帰
り
ま
す
。
短
い
時
間
で
も
子
供
た
ち
は
と

て
も
楽
し
み
に
し
て
お
り
、
子
供
同
士
で
誘
い
合
っ

て
楽
し
む
姿
を
見
て
い
る
と
こ
れ
か
ら
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

活
動
と
し
て
続
け
て
い
き
た
い
と
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。「
親
子
ふ
れ
あ
い
活
動
」
も
各
学
年
で

し
め
縄
作
り
や
恵
方
巻
き
作
り
、
体
操
等
を
親
子
で

一
緒
に
行
う
の
で
、
子
供
た
ち
が
と
て
も
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
子
供
た
ち
の
笑
顔
の
た
め

に
続
け
て
行
き
た
い
活
動
で
す
。

　

学
校
の
環
境
整
備
は
参
加
で
き
る
全
校
の
保
護
者

で
行
い
、
古
紙
回
収
は
昨
年
度
か
ら
コ
ン
テ
ナ
を
学

校
に
置
き
、
自
由
に
入
れ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま
し

た
。
活
動
内
容
を
厳
選
し
た
こ
と
で
役
員
の
ハ
ー
ド

ル
が
下
が
り
、
み
ん
な
が
役
員
や
っ
て
も
大
丈
夫
と

い
う
活
動
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今
後
も
よ
り
負

担
感
よ
り
充
実
感
の
あ
る
持
続
可
能
な
活
動
と
す
る

た
め
、
様
々
な
検
討
を
重
ね
て
子
供
た
ち
の
た
め
に

み
ん
な
で
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
気
持
ち
を
も
つ
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
～
３
年
生
は
防
災
教
室
や
キ
ャ
ン
ド
ル
作

り
、
水
上
バ
ル
ー
ン
な
ど
を
体
験
し
、
４
～
６

年
生
は
カ
レ
ー
作
り
と
飯
盒
炊
飯
に
挑
戦
。
Ｐ

Ｔ
Ａ
手
作
り
の
火
お
こ
し
機
を
使
い
、
木
の
板

か
ら
火
を
起
こ
し
て
ご
飯
を
炊
く
な
ど
、
貴
重

な
体
験
を
し
ま
し
た
。
昼
食
は
冷
房
の
効
い
た

教
室
で
カ
レ
ー
を
食
べ
、
保
護
者
も
子
供
た
ち

と
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
年
初
め
て
導
入
さ
れ
た
「
一
時
休
憩
兼
帰

宅
制
度
」
に
よ
り
、
日
中
の
暑
い
時
間
帯
は
一

度
自
宅
に
戻
り
、
涼
し
く
な
っ
て
か
ら
再
び
学

校
で
イ
ベ
ン
ト
を
再
開
。
夜
の
部
で
は
卒
業
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
肝
試
し
や
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
に

よ
る
約
１
０
０
発
の
打
ち
上
げ
花
火
で
締
め
く

く
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
学

校
の
連
携
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、
今
後
も
明

倫
地
区
か
ら
愛
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
発
信
し

て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
が
ま
と
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

H
appy sm

ile 

　
　
　
　
　
　

～
持
続
可
能
な
南
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
目
指
し
て
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
田
市
立
初
倉
南
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
七
年
度　
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
⾧　

樋
　
口
　
衡
　
子
　

少
子
化
と
地
域
衰
退
に
立
ち
向
か
う
明
倫
小
学
校

　
　
　
　
　
～
防
災
を
テ
ー
マ
に
し
た
地
域
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
学
校
連
携
の
取
り
組
み
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
町
立
明
倫
小
学
校　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
七
年
度　
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
⾧　

鈴
　
木
　
達
　
哉

　東から西から
　　　　　単 P 紹介
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・磐田市立豊浜小学校 PTA

　

磐
田
市
立
豊
浜
小
学
校
は
、
西
に
太
田
川
、
南
は

遠
州
灘
に
面
し
、
北
と
東
は
袋
井
市
に
接
し
て
い
ま

す
。
豊
浜
地
区
に
は
福
田
漁
港
が
あ
り
日
本
有
数
の

シ
ラ
ス
の
産
地
で
す
。

　

豊
浜
小
学
校
の
児
童
数
は
86
名
で
教
職
員
は
18
名

で
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
加
入
数
は
68
家
庭
で
す
。

磐
田
市
の
中
で
最
小
人
数
の
小
規
模
校
に
な
り
ま

す
。

　

令
和
７
年
度
の
主
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
、
年
２
回
の

資
源
回
収
・
プ
ー
ル
清
掃
・
奉
仕
活
動
と
し
て
運
動

場
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
数
の
減
少
に
伴
い
、
令
和
５
年
度
に
役

員
の
人
数
を
減
ら
し
、
従
来
行
わ
れ
て
い
た
活
動
内

容
を
見
直
し
ス
リ
ム
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

児
童
数
減
少
に
伴
い
今
ま
で
子
供
達
で
や
っ
て
い

た
プ
ー
ル
清
掃
を
令
和
６
年
度
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
さ

ん
へ
呼
び
か
け
安
心
し
て
プ
ー
ル
の
授
業
が
行
え
る

様
に
親
子
で
一
緒
に
プ
ー
ル
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

小
規
模
校
な
ら
で
は
の
問
題
の
一
つ
と
し
て
登
校
時

の
旗
当
番
が
あ
り
ま
す
。
少
な
い
人
数
で
旗
当
番
の

必
要
な
と
こ
ろ
が
３
箇
所
あ
る
為
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

が
早
く
、
負
担
が
大
き
か
っ
た
の
で
す
が
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
協
力
を
頂
き
、
負
担
が
軽
減

し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

豊
浜
小
学
校
の
教
育
方
針
は
、
地
域
の
歴
史
や
文

化　

ひ
と
・
も
の
・
こ
と
を
活
か
し
子
供
達
が
学
び

を
通
し
て
自
分
や
友
達
の
良
さ
を
認
め
合
い
、
夢
や

目
標
を
持
ち
な
が
ら
自
分
の
生
き
方
の
選
択
肢
を
広

げ
て
行
く
事
が
で
き
る
学
校
を
目
指
し
て
お
り
ま

す
。

　

令
和
５
年
度
に
、
豊
浜
小
学
校
は
開
校
１
５
０
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
豊
浜
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
交
流
と

題
し
様
々
な
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
運
動
会
で
は
屋

上
か
ら
参
加
者
・
見
学
者
全
員
で
記
念
撮
影
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
写
真
は
後
日
記
念
品
し
て
ク
リ
ア

フ
ァ
イ
ル
に
し
て
配
布
し
ま
し
た
。
12
月
に
は
エ
ノ

キ
の
植
樹
を
し
ま
し
た
。
学
校
の
蝶
で
あ
る
ゴ
マ
ダ

ラ
チ
ョ
ウ
の
成
長
に
エ
ノ
キ
が
か
か
せ
な
い
為
で

す
。
ま
た
セ
レ
モ
ニ
ー
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
歴
代
校

長
先
生
と
の
交
流　

磐
田
市
出
身
の
漫
画
家
の
講
師

を
招
き
、
作
品
の
動
画
上
映
と
講
和
を
し
て
頂
い
た

り
、
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
の
方
に
子
供
た
ち
が
端
末

を
使
っ
て
豊
浜
小
学
校
の
お
気
に
入
り
の
写
真
を
撮

影
す
る
為
の
勉
強
を
さ
せ
て
貰
っ
た
り
し
ま
し
た
。

ま
た
豊
浜
書
道
展　

豊
浜
写
真
展
と
し
て
教
室
に
飾

ら
れ
た
作
品
を
保
護
者
や
地
域
の
方
々
に
も
見
学
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
子
供
達
の
記
憶
に
も
残
る
セ
レ

モ
ニ
ー
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
は
持
続
可
能
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
行
う
た
め
、

毎
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
見
直
し
、
一
人
一
人
が
無
理
の

な
い
活
動
や
参
加
が
で
き
る
形
を
つ
く
り
、
地
域
の

方
々
と
の
よ
り
深
い
連
携
を
目
指
し
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

小
規
模
校
の
課
題
と
地
域
と
の
連
携

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磐
田
市
立
豊
浜
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
七
年
度　
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
⾧　

加
　
藤
　
文
　
敏

　東から西から
　　　　　単 P 紹介

「静岡県 PTA 団体傷害保険・  PTA 賠償責任保険」
令和８年度
　　　推薦保険会社

拝啓　PTA 会員の皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
　さて、静岡県 PTA 連絡協議会では、安心して PTA 活動を行っていただくことを目的に、令和７年度に引き続
き、PTA 活動中の不慮の事故に備えるための「PTA 団体傷害保険・PTA 賠償責任保険」を推奨しております。
　本年度も、日本国内において PTA が主催・共催する行事における PTA 会員（保護者・教師）及び児童・生徒
の皆様が安心して PTA 活動を行っていただける内容となっており、PTA 活動の発展の一助となるものです。任
意の加入ではございますが、この機会にぜひご検討ください。
　つきましては、下記推奨保険会社の代理店がご説明に伺った際には格別のご高配を賜りますようお願い申し上
げます。

令和8年度推奨保険会社
・あいおいニッセイ同和損害保険株式会社
・東京海上日動火災保険株式会社
・共栄火災海上保険株式会社
・損害保険ジャパン株式会社　等
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「令和８・９年度あいさつ運動協力校」決定
｢小さな親切」運動静岡県本部

「小さな親切」運動

　「小さな親切」運動静岡県本部が平成 12 年度から活動を開始した「あいさつ運動推進事業」は令和８年度には
25 年目を迎えます。毎年、県校長会より推薦を受けた学校がこの運動に取り組んでくれています。
　ＰＴＡ会員の皆さまを筆頭に、地域の方々も巻き込んで学区に「明るいあいさつ」「気持ちの良いあいさつ」が
こだますようになると、運動も盛り上がり子どもたちの笑顔もあふれることでしょう。

静東地区
御殿場市立高根中学校区

高根中学校
高根小学校

清水第三中学校
清水小学校

静岡市
静岡市立清水第三中学校区

静西地区
焼津市立豊田中学校区

豊田中学校
豊田小学校 南部中学校

竜禅寺小学校
白脇小学校
双葉小学校

浜松市
浜松市立南部中学校区

　　　「小さな親切」運動静岡県本部の主な活動
あいさつ運動

・「小さな親切」運動では、毎年、静岡県内の静東地区・静岡市・静西地区・浜松市の中から、
それぞれ１中学校区に対し「あいさつ運動協力校」の活動をお願いしています
・あいさつ運動協力校は校区ごとにスローガンをかかげ２年間あいさつ運動に取り組みます
・各校区でデザインした横断幕、のぼり旗、たすきを「小さな親切」運動が寄贈して学校の
「あいさつ運動」を応援しています
・毎年秋に行われるフォーラムの席上で２年間の活動の様子を発表し、静岡県教育長から感謝
状の贈呈を受けます

　　後援：静岡県教育委員会・静岡県校長会・静岡県ＰＴＡ連絡協議会

クリーン作戦 実行章贈呈 作文コンクール

・国県市町が主催する、河川
や海岸を中心とした大型の
クリーン作戦や、地元の商
店街や公園、駅周辺の清掃
を行う地域密着型のクリー
ン作戦を県内各地で実施し
ています

・日常生活の中のさりげない
親切や人のために役立つ地
道な活動などに対して感謝
の気持ちをそえて実行章を
贈呈しています

・どなたでも推薦でき、だれ
でも受章できます

・「小さな親切」をテーマに
小中学生を対象とした作文
コンクールを実施していま
す

・上位入賞者による作文の朗
読をラジオで放送していま
す

里山づくり 収 集 活 動 フォーラム

・次世代に豊かな森林と里山
を残すため静岡県主催の
「森づくり県民大作戦」に
参加する団体と連携し県内
各地で植樹や下草刈り、伐
採などを行っています

・使用済切手、書き損じハガ
キ、ベルマークの収集活動
を行っています

・活動により得られた資金
は、途上国の女性や子供た
ちの暮らしをサポートする
団体によって有効に活用さ
れています

・「小さな親切」運動静岡県
本部の１年間の活動なら
びに成果を発表します

・あいさつ運動協力校への感
謝状贈呈、作文コンクール
入賞者の表彰式、実行章受
章者の紹介などを行います

　
「
小
さ
な
親
切
」
運
動
は
、
思
い
や
り
あ
ふ
れ
る
、
心
の
か
よ
う
あ
た
た
か
な
社
会
づ
く
り
を
め
ざ
す
運
動
で
す
。

　

運
動
の
は
じ
ま
り
は
、
昭
和
三
十
八
年
の
東
京
大
学
の
卒
業
式
で
当
時
の
茅
誠
司
総
長
が
告
辞
の
中
で
卒
業
生
に
贈
っ

た「
や
ろ
う
と
思
え
ば
出
来
る
親
切
を
、勇
気
を
持
っ
て
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
れ
が
や
が
て
は
、日
本
の
社
会
の
隅
々

ま
で
埋
め
つ
く
す
で
あ
ろ
う
、
親
切
と
い
う
雪
崩
の
芽
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。」
の
言
葉
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
発
足

し
ま
し
た
。

　

以
来
、
六
十
年
に
わ
た
り
「
で
き
る
親
切
は
み
ん
な
で
し
よ
う　

そ
れ
が
社
会
の
習
慣
に
な
る
よ
う
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
運
動
を
推
進
、「
小
さ
な
親
切
」
運
動
は
日
本
中
に
広
が
り
ま
し
た
。

　

静
岡
県
本
部
は
、
平
成
九
年
二
月
に
全
国
三
十
五
番
目
の
地
方
本
部
と
し
て
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。
会
員
は
県
職
員
・

県
内
の
企
業
・
団
体
・
組
合
・
学
校
お
よ
び
個
人
で
構
成
さ
れ
、
全
国
有
数
の
地
方
本
部
と
し
て
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

「
小
さ
な
親
切
」
運
動
と
は

〈表紙の写真〉上：優良PTA文部科学大臣表彰　下左：県P連年次表彰等（富士宮市P連）　下右：同（南駿地区P連）
〔編集〕大日三協（株）
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